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名古屋大須ロータリークラブ恒例「節分例会」 

   

   
 

  

平
和
と
紛
争
予
防 

／
紛
争
解
決
月
間 

平
成
28
年
２
月
３
日
（
水
） 

節
分
例
会
（
職
場
例
会
） 

於 

大
須
観
音
宝
生
院 

 
 

会
員 

56
名 

 
 

出
席
計
算
数 52

名
中
49
名
出
席 

出
席
率
94
・
23
％ 

前
々
回
出
席
率
94
・
00
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
職
業
奉
仕
委
員
長
挨
拶 

★
節
分
の
お
話
し 

★
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

★
乾
杯 

★
渡
辺
青
少
年
奉
仕
副
委
員
長 

・
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
と
も
だ
ち
計
画
報
告 

★
春
日
井
社
会
奉
仕
委
員
長 

・
第
二
回
名
古
屋
市
内
25
Ｒ
Ｃ 

社
会
奉
仕
委
員
長
会
議
報
告 

★
次
年
度
委
員
会
配
属
発
表 

  

ゲ
ス
ト 

元
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
会
員 

松
本 

定
道
さ
ん 

川
畑 

博
敬
さ
ん
ご
家
族 

川
畑 

紀
子
さ
ん 

川
畑 

博
敬
さ
ん
ご
家
族 

浅
野
と
も
子
さ
ん 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

 

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ベ
ン
コ
ブ
ス
キ
ー 

  

ビ
ジ
タ
ー 

津
島
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

加
藤
泰
一
郎
さ
ん 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

 

大
脇 

 

始
さ
ん 

             

中
部
名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

川
口 

 

豊
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ご
無
沙
汰
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

元
気
で
居
り
ま
す
。
松
本 

定
道
さ
ん 

今
年
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
来
年
も
鬼
が

笑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

津
島
Ｒ
Ｃ 

 
 

加
藤
泰
一
郎
さ
ん 

お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 
大
脇 

 

始
さ
ん 

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

中
部
名
古
屋
み
ら
い
Ｒ
Ｃ 

川
口 

 

豊
さ
ん 

開
運
厄
除 

 
 

 
 

 

岡
部 

快
圓 

岡
部
さ
ん
、
今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

田
崎 

雅
三 

丹
下 

富
博
・
小
野 

定
男 

尾
上 

 

昇
・
堀
江 

英
弥 

木
村 

光
徳
・
吉
田 

明
夫 

岡
村 

隆
德
・
近
藤
宏
一
郎 

東
滝 

卓
也
・
林 

 

富
徳 

節
分
会
。
浅
野 

 

彰
・
酒
井 

 

修 

節
分
、
立
春
、
晴
れ
模
様
。
お
世
話
に

な
り
ま
す
、
観
音
様
。 

大
原 

敏
正 

大
須
観
音
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

宇
野 

史
仁 

孫
がC

A
N

B
E

R
R

A
 U

N
IV

.

に
入

学
、
明
日
旅
立
ち
ま
す
。
神
田 

 

憲 

快
晴
、
風
な
し
。
益
々
景
気
が
良
く
な

る
よ
う
。 

 
 

 
 

 

荻
巣 

賢
二 

妻
と
孫
の
誕
生
月
で
す
。
横
井 

 

衞  

 

会
長
挨
拶 

 
 

会
長 

田
崎 

雅
三 

 
        

こ
ん
に
ち
は
。
岡
部
さ
ん
に
は
今
年

も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
ま
た
後
ほ
ど

お
話
も
賜
り
ま
す
。
岡
部
さ
ん
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
日
は
た
く
さ
ん
の
ゲ
ス
ト
の
方
々

に
も
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、

節
分
例
会
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

今
日
は
節
分
で
す
が
、
１
７
１
７
（
享

保
２
）
年
の
２
月
３
日
、
大
岡
越
前
が

南
町
奉
行
に
就
任
し
た
日
だ
そ
う
で
す
。

大
岡
裁
き
で
有
名
で
す
が
、
19
年
間
在

任
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

テ
レ
ビ
で
は
１
９
７
０
年
か
ら
１
９

９
９
年
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
で
月
曜
日
の
20

時
台
に
放
送
さ
れ
て
い
た
時
代
劇
ド
ラ

マ
で
す
。
１
９
７
８
年
２
月
６
日
放
映

の
視
聴
率
は
31
・
60
％

で
し
た
。 

現
在
、
民
放
局
で
は
時
代
劇
の
制
作

は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
テ
レ

ビ
制
作
会
社
の
方
に
話
を
聞
く
と
、
理

由
の
一
つ
が
時
代
劇
の
制
作
費
は
他
と

比
べ
る
と
か
な
り
高
額
に
な
る
か
ら
だ

そ
う
で
す
。
時
代
劇
の
最
後
の
砦
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
さ
ん
で
す
。
実
は
私
は
時
代
劇
フ

ァ
ン
で
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

  

職
業
奉
仕
委
員
長
挨
拶 

宇
野 

史
仁 

職
業
奉
仕
委
員
長
の
宇
野
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
回
も
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
恒
例

の
節
分
例
会
へ
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

大
須
観
音
の
岡
部
住
職
に
は
毎
年
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

本
日
は
少
し
風
が
冷
た
い
で
す
が
、

節
分
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
見
事
な
晴
天

と
な
り
ま
し
た
。
新
年
が
明
け
、
す
で

に
一
ヶ
月
が
経
ち
、
あ
す
は
も
う
立
春

で
す
。 

今
年
の
厄
を
大
須
観
音
さ
ん
で
し
っ

か
り
は
ら
っ
て
い
た
だ
き
心
身
と
も
に

よ
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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活動説明をしている、 
荒井和樹理事長 

ホストクラブ名古屋錦ＲＣ石井弘子会長より 
支援団体へ目録の贈呈が行われました。 

髙木政義さんが ”福禄寿” 
をつとめました。 

   
節
分
の
お
話
し 

 
 

  

岡
部 

快
圓 

真
言
宗
智
山
派
の
別
格
本
山
大
須
観

音
（
北
野
山
真
福
寺
宝
生
院
）
は
尾
張

四
観
音
の
中
枢
に
当
た
り「
中
心
恵
方
」

と
し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
「
福
の
神
鬼
追
い
の
儀
式
」
は
そ

の
昔
室
町
時
代
、
殿
中
に
て
執
り
行
わ

れ
た
儀
式
で
あ
り
大
須
観
音
で
は
節
分

ご
と
に
こ
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
参
り
、

２
月
３
日
の
節
分
会
に
は
寺
社
総
奉

行
・
七
福
神
（
布
袋
和
尚
・
大
黒
天
・

弁
財
天
・
毘
沙
門
天
・
恵
比
須
の
神
・

福
禄
寿
・
寿
老
人
）
を
率
い
た
福
の
神

が
現
れ
、
赤
鬼
、
青
鬼
ど
も
を
追
う
厄

除
け
の
行
事
は
全
国
に
そ
の
類
を
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

福
の
神
が
捲
く
福
豆
と
天
に
も
轟
く

笑
い
声
に
赤
鬼
・
青
鬼
ど
も
は
慌
て
ふ

た
め
い
て
退
散
し
、
こ
の
儀
式
は
終
わ

り
ま
す
。 

 

尚
、
大
須
観
音
で
は
、
伊
勢
神
宮
の 

神
人
よ
り
開
山
能の

う

信し
ん

上
人
に
授
け
ら
れ 

た
寺
宝
の
鬼
面

き

め

ん

を
ご
本
尊
御
宝
前
に
祀 

り
（
一
年
に
１
日
、
節
分
の
日
の
み
）

加
持
祈
祷
を
行
い
、
参
詣
者
皆
様
の
厄 

       

       

難
を
払
い
、
七
難
即
滅
・
七
福
即
生
を

祈
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
鬼
面
を
ち

な
み
、「
福
は
内
」
と
の
み
唱
え
「
鬼
は

外
」
は
禁
句
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
本
年
の
恵
方
は
巳
と
午
の
間
、
南
南

東
で
す
。
尚
２
月
３
日
の
節
分
会
の
行

列
は
午
後
１
時
18
分
（
御
本
尊
の
縁
日

18
日
に
ち
な
み
）
栄
の
中
日
ビ
ル
の
船

宿
を
と
し
福
の
神
宝
船
（
大
須
丸
）
に

乗
っ
た
七
福
神
・
還
暦
の
会
・
古
希
の

会
・
乗
合
会
ミ
ス
観
音
・
寺
社
総
奉
行

な
ど
の「
節
分
宝
船
行
列
」
が
栄
小
公
園

を
出
発
し
、
南
大
津
通
り
・
赤
門
通
り
・

新
天
地
通
り
・
万
松
寺
通
り
・
裏
門
前

町
通
り
・
東
仁
王
門
通
り
・
仁
王
門
通

り
を
パ
レ
ー
ド
し
て
午
後
３
時
頃
大
須

観
音
に
到
着
し
、
本
堂
前
の
特
設
舞
台

に
て
福
の
神
に
よ
る「
鬼
追
い
の
儀
式
」

が
挙
行
さ
れ
、
節
分
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

と
な
り
ま
す
。 

 

本
年
度
の
福
の
神
は
中
北
薬
品
株
式

会
社
取
締
役
会
長 

中
北
智
久
様
で
す
。 

尚
節
分
前
夜
祭
（
今
年
は
２
月
２
日
）

に
は
大
須
学
区
及
び
大
須
商
店
街
の
人

達
30
名
が
、
県
庁
・
市
役
所
・
各
報
道

機
関
な
ど
を
巡
っ
て
福
の
神
の
鬼
追
い

儀
式
を
演
じ
ご
披
露
申
し
上
げ
る
事
に 

な
っ
て
居
り
ま
す
。 

 

本
年
度
前
夜
祭
の
福
の
神
は
、
大
須

商
店
街
連
盟
の
代
表
と
し
て
、
杉
山
直

人
様
が
あ
た
り
ま
す
。 

  

乾 

杯 
 

 
 

 
  

堀
江 

英
弥 

 

次
年
度
委
員
会
配
属 

発
表 

会
長
エ
レ
ク
ト 

照
井 

 

栞  

  

第
二
回
名
古
屋
市
内
25
Ｒ
Ｃ 

社
会
奉
仕
委
員
長
会
議
報
告 

社
会
奉
仕
委
員
長 

春
日
井
和
良 

２
０
１
６
年
２
月
２
日
（
火
） 

名
古

屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
国
際
ロ
ー

タ
リ
ー
第
２
７
６
０
地
区
名
古
屋
市
内

25
Ｒ
Ｃ
社
会
奉
仕
委
員
長
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
８
月
、
第
一
回
の
会
議
の
際
に 

               

        

承
認
さ
れ
た
、
13
ク
ラ
ブ
の
支
援
団
体

各
代
表
が
出
席
さ
れ
、
紹
介
及
び
活
動

の
説
明
を
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

に
対
し
て
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
名
古
屋
錦
Ｒ

Ｃ
の
石
井
弘
子
会
長
よ
り
支
援
金
の
目

録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

当
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
の
支
援
団
体
：

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
全
国
こ
ど
も

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
は
、
理
事
長
の

荒
井
和
樹
様
が
出
席
さ
れ
20
万
円
の

支
援
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

様
々
な
要
因
で
行
き
場
の
な
い
孤
立

す
る
子
供
達
を
色
々
な
形
で
支
援
す
る

活
動
を
し
て
い
る
「
全
国
こ
ど
も
福
祉

セ
ン
タ
ー
」。こ
の
支
援
金
が
今
後
の
活

動
の
一
助
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

会
員
各
位
の
浄
財
、
拠
出
金
に
よ
っ
て

で
き
た
社
会
奉
仕
事
業
で
し
た
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ベ
ン
コ
ブ
ス
キ
ー 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
さ
い
き
ん

僕
は
う
ち
を
か
わ
り
ま
し
た
。
今
か
わ

ば
た
さ
ん
の
家
に
い
ま
す
。
か
わ
ば
た

さ
ん
の
か
ぞ
く
は
楽
し
い
で
す
。
か
わ

ば
た
さ
ん
の
家
の
近
く
で
た
く
さ
ん
あ

そ
べ
ま
す
。
さ
か
え
の
近
く
だ
か
ら
で

す
。
た
の
し
み
で
す
。 

ほ
ん
じ
つ
は
節
分
で
、
明
日
は
「
り

っ
し
ゅ
ん
」
で
す
。
明
日
か
ら
は
る
が

く
る
と
言
う
こ
と
が
と
て
も
お
も
し
ろ

い
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
し
き
は
と
て
も

お
か
し
い
で
す
。
き
せ
つ
の
う
つ
り
か

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
日
、僕
は
お
ま
め
を
な
げ
ま
し
た
。

し
ら
な
い
人
に
物
を
は
じ
め
て
な
げ
ま

し
た
。
お
か
し
か
っ
た
が
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。 

こ
の
「
春
」
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

     

   

 

  

２
月
25
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
危
険
ド
ラ
ッ
グ 

撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
」 

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会   

 

前
田 

隆
久 

大
澤 

伸
悟
・
杉
浦 

令
淑 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


